
シンポジウム

シンポジウム1 アジアにおけるAIDS流行�
　：国際シンポジウム�

座長　山本直彦（名古屋大）　　　　　　　　　�
小松隆一（国立社会保障人口問題研究所）�

■日時：11月28日（木）15：30～17：30　■会場：第１会場（白鳥ホール北）�

Political Dimensions of HIV/AIDS in Asia
/Pacific
Dennis Altman
（LaTrobe University, Australia）

S1-7

NGO/CBO Activities in the Asia Pacific
Region to Meet the Challenge
Susan Chong
（APCASO, Malaysia）

S1-6

Profile of HIV Infection in India; Studies on
Samples from Mumbai.
Robin Mukhopadhyaya
（Tara Medmorial Centre, India）

S1-5

The Success of HIV Prevention in the
Kingdom of Cambodia
Leng Bun Hor
（Ministry of Health, Cambodia）

S1-4

Presence of Primary Mutations Associated
with Protease Inhibitor Resistance in
Antiviral-Naive Patients in India
山本直彦
（名古屋大）

S1-3

Intertwined Epidemic in the Asia and
Pacific: from the Molecular Epidemiological
View Points
武部　豊
（国立感染症研究所）

S1-2

HIV/AIDS in Asia: 
Challenges and Opportunities
David Bridger
（UNAIDS, Thailand）

S1-1

座長　矢永由里子（国立病院九州医療センター）�
高田知恵子（東京都健康局）　　　　　　�シンポジウム2 困難事例と心理臨床のアプローチ�

■日時：11月28日（木）18：30～20：00　■会場：第１会場（白鳥ホール北）�

HIV Care and Psychosocial Conditions
Mark G. Winiarski
（Montefiore Medical Center, The University
Hospital for the Albert Einstein College of
Medicine, USA）

S2-4

日本における困難事例のカウンセリングの実際
古谷野淳子
（大阪府健康福祉部）

S2-3

HIV治療困難例の当院での現状
味澤　篤
（東京都立駒込病院）

S2-2

HIV医療における心理臨床のアプローチとその
変遷
矢永由里子
（国立病院九州医療センター）

S2-1
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シンポジウム

座長　足立昭夫（徳島大）�
小柳義夫（東北大）�シンポジウム5 HIV形態形成に関する基礎研究の進歩�

■日時：11月28日（木）15：30～17：20　■会場：第3会場（会議室141-142）�

Viral and cellular determinants of HIV-1
assembly and release
Eric O. Freed
（NIH, USA）

S5-4

HIV粒子の形態発生
森川裕子
（北里大）

S5-3

HIV-1ゲノム二量体化及びパッケージングに関
する解析
櫻木淳一
（大阪大）

S5-2

HIV-1 Vif蛋白質に関する機能解析
明里宏文
（国立感染症研究所）

S5-1

HPLCによる抗HIV薬細胞濃度測定
加藤真吾
（慶應義塾大）

S4-6

抗HIV薬の血中濃度測定法の確立と体内動態
宇佐美好子、大木　剛
（国立名古屋病院）

S4-5

HIVプロテアーゼ阻害剤のエタノール摂取時に
おける体内動態変動
芝田信人
（京都薬科大）

S4-4

HIV感染症治療の最適化を目的としたプロテ
アーゼ阻害剤の血中濃度測定
松下修三
（熊本大）

S4-3

HIV治療とPharmacogenetics
高田寛治
（京都薬科大）

S4-2

抗HIV薬の血中濃度と副作用
原　健

（国立大阪病院）

S4-1

座長　松下修三（熊本大）　　　　�
内海　眞（国立名古屋病院）�シンポジウム4 Therapeutic Drug Monitoring（TDM）�

■日時：11月28日（木）18：30～20：00　■会場：第2会場（レセプションホール）�

座長　金田次弘（国立名古屋病院）�
加藤真吾（慶應義塾大）　　�シンポジウム3 抗HIV療法のモニタリング�

■日時：11月28日（木）15：30～17：10　■会場：第2会場（レセプションホール）�

HIVプロウイルス測定の意義
金田次弘
（国立名古屋病院）

S3-4

Phenotype Analysisの現状と将来
千葉智子、杉浦　亙
（国立感染症研究所）

S3-3

Genotype Analysisによる耐性検査の有用性
と問題点
山元泰之
（東京医科大）

S3-2

Complexity of HIV Testing: Selecting the
Right Test for a Specific Purpose
M.G.Sarngadharan
（Advanced BioScience Laboratories, Kensington,
USA）

S3-1



シンポジウム

座長　岩本愛吉（東京大）　　　　�
山本直樹（東京医科歯科大）�シンポジウム7 タイにおける取り組みと日本の協力�

■日時：11月29日（金）14：30～16：30　■会場：第１会場（白鳥ホール北）�

タイ国最北端チェンライ県での国際共同フィー
ルド研究の活動
野内英樹
（結核予防会結核研究所）

S7-4

HIV/AIDS予防とケアに関する国際協力：JICA
プロジェクトのタイパヤオ県での取り組み
千葉靖男
（国立国際医療センター）

S7-3

Collaborative Activities on HIV/AIDS
between Day Care Center, Lampang
Hospital and the JICA-NIH Project
Panita Pathipvanich1、有吉紅也2

（1Lampang Provincial Hospital, Thailand、2国
立感染症研究所）

S7-2

Japanese Involvement in Global Control of
HIV: Thailand as a Case Study
Praphan Phanuphak
（Chulalongkorn Univ., The Thai Red Cross
AIDS Research Centre, Thailand）

S7-1

座長　馬場昌範（鹿児島大）　　�
手塚俊文（名古屋市立大）�シンポジウム8 HIVの転写機構と潜伏感染�

■日時：11月29日（金）14：30～16：30　■会場：第3会場（会議室141-142）�

治療標的としての展望
馬場昌範
（鹿児島大）

S8-5

潜伏HIV再活性化と選択的脱メチル化
渡邊俊樹
（東京大）

S8-4

HIV-1 Revによる細胞遺伝子発現の抑制
木村富紀
（関西医大）

S8-3

NF-κB相互作用分子の同定とHIV転写制御
手塚俊文
（名古屋市立大）

S8-2

Regulation of HIV Replication.
B. Matija Peterlin
（UCSF, USA）

S8-1

座長　満屋裕明（熊本大）　　　　　�
杉浦　亙（国立感染症研究所）�シンポジウム6 薬剤耐性HIV変異株：臨床と基礎�

■日時：11月28日（木）15：30～17：20　■会場：第4会場（会議室131-134）�

薬剤耐性変異株出現への対応：ベッドサイドか
らベンチへ、そして再びベッドサイドへ
満屋裕明
（熊本大）

S6-5

プロテアーゼ阻害剤高度耐性HIV出現とGagの
“切断部位”外変異の意味
潟永博之
（国立国際医療センター）

S6-4

プロテアーゼ阻害剤耐性HIV-1で見られるプロ
テアーゼ領域外変異とその働き
杉浦　亙
（国立感染症研究所）

S6-3

逆転写酵素阻害剤耐性変異株出現の機序：
Mechanisms of HIV Reverse Transcriptase
Drug Resistance
Eddy Arnold
（CABM, Rutgers University, USA）

S6-2

薬剤耐性変異株出現がもたらすインパクト
満屋裕明
（熊本大）

S6-1
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シンポジウム

座長　青木　眞（サクラ精機（株））�
服部俊夫（東北大）　　　　�シンポジウム11 Immune Reconstitution Syndrome�

　にどう対するか�

■日時：11月29日（金）18：20～19：50　■会場：第4会場（会議室131-134）�

カリニ肺炎
高橋　孝
（東京大医科研）

S11-5

サイトメガロウイルス網膜炎
山本成径
（駒込病院）

S11-4

結核と非定型抗酸菌症
永井英明
（国立療養所東京病院）

S11-3

病態
中村哲也
（東京大医科研）

S11-2

免疫再構築症候群－現状と考察－
服部俊夫
（東北大）

S11-1

座長　市川誠一（神奈川県立衛生短期大）�
木原正博（京都大）　　　　　　　�シンポジウム10 ゲイコミュニティとAIDS

■日時：11月29日（金）16：50～18：20　■会場：第4会場（会議室131-134）�

大阪のゲイ・コミュニティとエイズ対策
鬼塚哲郎
（京都産業大・Mash大阪）

S10-3

名古屋のゲイ・コミュニティとエイズ対策
河村昌伸
（ANGEL LIFE NAGOYA）

S10-2

HIV-Prevention-the Role of Behavioural
Research Among Gay Men.
Garrett Prestage
（University of New South Wales, Australia）

S10-1

HIV感染におけるgp41の立体構造変化を認識
する抗体の特性
宇佐見修
（東北大）

S9-5

HIV-1 coreceptorの特殊構造に立脚したHIV-1
の感染防御
庄司省三
（熊本大）

S9-4

HIV-1の細胞へのtight binding：抗体によるそ
の阻止と感染抑制
原田信志
（熊本大）

S9-3

HIV感染と樹状細胞サブセット
堀　利行
（京都大）

S9-2

HIVコレセプターの特徴とその同定
星野洪郎
（群馬大）

S9-1

座長　星野洪郎（群馬大）�
原田信志（熊本大）�シンポジウム9 HIVの感染成立とその制御�

■日時：11月29日（金）16：30～18：30　■会場：第3会場（会議室141-142）�
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シンポジウム

HIVワクチンの実用化に向けて：サルからヒトへ
本多三男
（国立感染症研究所）

S12-5

HIV-1特異的CD８T細胞からのHIV-1の逃避機序
滝口雅文
（熊本大）

S12-4

CD8陽性CTLのHIV-1感染における役割
神奈木真理
（東京医科歯科大）

S12-3

HIV感染防御に関わる体液因子
森内浩幸
（長崎大）

S12-2

粘膜免疫システムを使ったワクチン開発への基
礎研究
清野　宏
（東京大・大阪大）

S12-1

座長　高橋秀実（日本医大）�
内山　卓（京都大）　�シンポジウム12 HIV免疫応答とワクチン開発に関する最近の話題�

■日時：11月30日（土）9：00～11：00　■会場：第１会場（白鳥ホール北）�

新規インテグレース阻害剤S-1360の抗HIV活
性
佐藤彰彦
（塩野義製薬創薬研究所）

S13-4

SIV Gp120コアの機能領域に付加する糖鎖の
役割
富田康浩
（国立感染症研究所）

S13-3

IFN-γ遺伝子組込み弱毒SHIVのワクチン効果
喜多正和
（京都府立医科大）

S13-2

HIVによるMHCクラスIIの発現抑制機構とAIDS
発症機構
金沢　智
（名古屋市立大）

S13-1

座長　永井美之（富山県衛生研究所）�
岡本　尚（名古屋市立大）　　�シンポジウム13 基礎医学　Selected Papers

■日時：11月30日（土）11：00～12：20　■会場：第１会場（白鳥ホール北）�
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シンポジウム

薬剤性肝障害
山元泰之
（東京医大）

S15-4

C型肝炎
林　和彦
（名古屋大）

S15-3

B型肝炎
小池一彦
（東京大）

S15-2

A型肝炎
井田節子
（国立国際医療センター）

S15-1

座長　小池和彦（東京大）　�
高松純樹（名古屋大）�シンポジウム15 HIV感染症と肝障害�

■日時：11月30日（土）14：30～16：30　■会場：第2会場（レセプションホール）�

改良Swim up法によるHIV除去精子を用いた体
外受精の臨床成績
花房秀次
（荻窪病院）

S14-8

HIV-1感染症患者におけるアディポサイトカイ
ン血中濃度
中尾隆介
（国立病院九州医療センター）

S14-7

HIV感染症患者における末梢血単核球中ミトコ
ンドリアDNAの経時的定量
三浦聡之
（東京大学医科学研究所）

S14-6

HIV、HCV合併血友病患者に対するPEG-IFNα
2aとリバビリンの併用療法
菊池　嘉
（国立国際医療センター）

S14-5

AIDS合併悪性リンパ腫におけるEPOCH療法の
臨床的検討
加藤哲朗
（都立駒込病院）

S14-4

ニューモシスチス・カリニにおける薬剤標的酵
素：dihydrofolate reductaseの遺伝子多型に
関する研究
高橋　孝
（東京大学医科学研究所）

S14-3

駒込病院におけるエイズ合併カリニ肺炎の臨床
像および治療法の変遷についての検討
今村顕史
（都立駒込病院）

S14-2

Lopinavir/ritonavir使用40例の臨床的効果
立川夏夫
（国立国際医療センター）

S14-1

座長　味澤　篤（都立駒込病院）　　�
岡　慎一（国際医療センター）�シンポジウム14 臨床医学　Selected Papers

■日時：11月30日（土）9：00～11：00　■会場：第2会場（レセプションホール）�
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シンポジウム

母子感染予防
谷口晴記
（三重県立総合医療センター）

S16-7

MTCT-Plusプログラム―　子どもへの感染予
防と女性の治療の両立
若杉なおみ
（国立国際医療センター）

S16-6

感染者の挙児希望
堀　成美
（都立駒込病院）

S16-5

女性HIV感染者のマネージメント
青木　眞
（サクラ精機（株））

S16-4

HIV感染女性の婦人科合併症について
稲葉淳一
（国立国際医療センター）

S16-3

妊婦にも急増のきざし－我が国のＳＴＤ－
高桑好一
（新潟大）

S16-2

女性陽性者のサポート
野坂祐子
（ぷれいす東京）

S16-1

座長　宮澤　豊 （都立豊島病院）　　　　�
野々山未希子（国立国際医療センター）�シンポジウム16 女性HIV感染者のマネージメント�

■日時：11月30日（土）13：30～15：30　■会場：第4会場（会議室131-134）�

共催：名古屋市
愛知県
財）愛知血液疾患研究財団

HIV感染症/エイズについて
今村顕史
（都立駒込病院）

公開S-3

性感染症について
岩室紳也
（神奈川県厚木保健所）

公開S-2

若者の性行動について
木原雅子
（広島大）

公開S-1

座長　KEN（タレント）�市民公開シンポジウム�エイズは今どうなっているのか�

■日時：11月29日（金）18：30～20：30　■会場：第１会場（白鳥ホール北）�

地域におけるHIV/AIDSケアの取組み
池上千寿子
（ぷれいす東京）

公開IS-6

在日外国人とHIV/AIDSケア
沢田貴志
（シェア＝国際保健協力市民の会）

公開IS-5

ポピュレーションヘルスとHIVプログラム
Warren O' Briain
（AIDS Vancouver, Canada）

公開IS-4

すべての人にHIV/AIDS治療を
Marco Antonio de Avila Vitoria
（National STD/AIDS Program, Brazil）

公開IS-3

移動労働者の脆弱性と政策への期待
Ivan Wolffers 
（Vrije Univ. Amsterdam, Netherland）

公開IS-2

HIV/AIDS：日本の現状と課題
木原正博
（京都大）

公開IS-1

座長　木村和子（金沢大）　　　　　�
圓山誠信（大阪府吹田保健所）�
若井　晋（東京大）　　　　　�

公開国際シンポジウム�必要な人にケアは行き届いているか�

■日時：11月30日（土）13：40～16：30　■会場：第１会場（白鳥ホール北）�

08シンポジウム  02.10.11 5:15 PM  ページ 7


